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Abstract

　　　Age−related 　changes 　in　body 　composition ，　namely 　a 　decrease　in　fat−free　mass （FFM ）and 　bene

mineral 　content （BMC ）and 　a　rec量procal 　increase　in　fat　mass ，　are 　often 　observed 　in　general　popula −

tions．　Dual−energy 　X −ray 　absorptiometry （DXA ）makes 　it　possible　to　analyze 　BMC ，　bone−free　lean　tis−

sue 　mass （LTM ），and 　fat　mass 　more 　precisely　and 　easily ．　To 　examine 　the　changes 　in　body　composi −

tion　with 　advancing 　age ，　percent　body　fat（％fat＞，BMC ，　LTM ，　and 　fat　mass 　were 　measured 　in　79

adult 　men 〔48．8± 19．9　yr）and 　134　adult 　women （50．8± 19．3　yr）using 　DXA （Lunar　DPX 工），The
subjects 　 were 　divided　into　7　subgroups 　 according 　to　 chronological 　age ．　The 　highest ％fat　was

223 ± 5，4％ （70−79yr ）in　Inen
，
　and 　32．4± 7．1％ （60−69　yr）in　women ，　The 　mean 　peak 　BMC 　was 　ob −

served 　at　the　age 　of　20．−29　years　in　both　men 　and 　women ，　being　3．3± 0．5kg 　and 　2．6± 0．3kg 　respec −

tively．　Fat　mass 　and ％fat　increased　significantly （P く 0．05）from 　age 　20 （21．7± 3．9％）to　age 　60

（32．4± 7．1％），
and 　thell　decreased　in　wo エnen ．　Fat　mass 　and 　％fat　gradually　increased （P く 0．05）with

advancing 　age ，　but　not 　to　a　significant 　extent 　in　men ．　BMC 　and 　LTM 　decreased　signi 且cantly 　with 　ad −

vancing 　age 　ln　both　sexes ．　The　cumulative 　loss　of　mean 　BMC 　was 　greater　in　women 　than　in　men ，　but

LTM 　showed 　on 　inverse　trend，　Characteristic　changes 　in　body　composition 　associated 　with 　age 　in　the
region 　of 　the　arms ，　legs　and 　trunk　varied 　considerably 　arnong 　body 　components ．　The 　mean 　fat　mass

of 　the　arms 　and 　trunk　was 　significantly 　larger　at　age 　50 ．．60　than　at　age 　20　in　wolnen ．　The　mean 　LTM

of　the　legs　decreased　signi丘cantly 舳 advancing 　age ，　but　not 　in亡he　arms 　and 　t  k．　The　fat　mass
and 　LTM 　of 亡he　trunk 　were 　higher　than 　those 　of 　the　arms 　and 　legs．　However ，　BMC 　of 　the　legs　was

higher　than　that　of 　the　trunk　and 　arms 　in　men ，　but　similar 　in　women ．　These　results 　suggest 　that　age −

and 　gender−related 　differences　in　body　components 　do　exist　in　Japanese　men 　and 　wolnen ．
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1 ．緒 言

　人間の 諸機能 は環境 との 相互作用を効率よ く行

い 個体 に属す る潜在能 力が最大限に発揮で き る方

向に変化 して い く．しか し，中年期を過 ぎる と適

応能 力の 低下な い しは喪失 が増え る．身体組成

は，多 くの 生物学的ベ ク トル の 集結 と して変化 す

る生体の 動的平衡を反映する もの として 重要で あ

る とい え よう．身体組成 の 構成要素で あ る体脂肪

や除脂肪組織量 （fat−free　mass ：FFM ）は ， 各種

生理学的指標の基 にな るのみ で はな くて 骨密度 と

の 関連 も高 い こ とが指摘 されて い る （Aloia　 et

a1．，1995；Reid　et　aL ，1992）．過剰脂肪は冠動脈疾

患 ， 糖尿病 ， 高血 圧な どの 生活習慣病の 危険因子

と して 健康 を害する要素に な る （Banerji　 et　 aL ，

1999；Mark 　et　al．
，
1999）．したが っ て ，身体組成

は個 々 人 の 健康の 維持や増進に欠かせ な い 重要な

要因 として 挙げ られ る．生体に おけ る重要な役 目

を担 っ て い る脂肪や FFM は ，加齢や 発育 ，成

熟 ，疾病 に よ っ て 変化 す る （Bemben 　 et　 a1．
，

1995；Wang 　et　al．，1994） と同時に ， 身体活動や

栄養摂取状態な どの ライ フ ス タ イ ル の 影響を 強 く

受けて い る （Brown ＆ Jones， 1977；Gazzaniga ＆

Burns， 1993；Kohrt　et　aL ， 1992），こ の 観点か ら ，

身体組成の 変化 に影響す る 生 活要因の 検討 も非常

に重要な研究領域であろ う．しか し， 本研究では

加齢 とともに変化す る身体組成の特徴を明 らかに

す る こ とに焦点 を当てて分析 した．

　 身体組成の加齢変化 に つ い て 検討 した先行研究

に よる と，中年期におけ る体重が増加 す るケ
ー

ス

で は体脂肪の 増加が大 き く関与す る （Hassager

et　 aL ，1986 ；福永 ・金久 ， 1990 ；北川 ，
1985）

とともに体脂肪が体幹部に集 中する中心化傾向が

見 られ る （Borkan 　et　a1．
，
1977；Poehlman 　et　a1．

，

1995；Schwartz　et　al．
，
1990）．高齢期で 体重 が減

少す るケ
ー

ス で は体脂肪 よ りも FFM の 減少に よ

る もの で ある （Frontera　et　al．，1991；Flynn　et　a1．
，

1989） との 指摘，FFM は変化 しな い が体脂肪が

変化す る （Bemben 　et　aL
，
1995） との結果が報告

され て い る ．と くに，Forbes ら （1976）は加齢

に伴 う FFM の変化に つ い て 縦断的な資料 に 基 づ

い て 分析 し た と こ ろ ，男性は 0．34kg ！yr，女性で

は O．22　kg！yr　tw少 す る こ とを 見い 出 し，加齢 に

伴 う FFM の 変化が真の 老 化現 象を表す指慄に な

る と強調 し た ．

　 こ れ らの先行研究は ， 体脂肪 と FFM の 変化を

中心 に検討 した もの が主 であ る．体を支え る柱 と

して運動器官 ， 内蔵の 保護，カル シ ウム の 貯蔵な

どの役 目を有する骨は安全かつ 円滑な 日常生活の

営為 と密接な 関連が あ るの で，加齢 と と も に変化

する骨情報 を加 え る こ とは重要 であ ろ う． しか

し，身体組成の研究で骨塩量 （bone　mineral 　con −

tent： BMC ）の情報を入れて 総合的 に検討 した研

究 が十分 とは言 えな い ．また，先行研究のほ とん

どは諸外国人に 関す る結果で あ り （Aloia　 ct　 al．，

1995；Nuti　et　al．，　1995；Worsfold　et　al．，　19　9．　9），日

本人 に対す る検討は限 られて い る （Tsunenari　et

al．，1993）．　 Tsunenari　et　a1．（1993）は，男女の 対

象者 を若者 ，中年，高齢 の 3群 に 分け て ，BMC ，

FFM ，体脂肪を比較 した ．その 結果 ，中年期の

体重 の 増加に は体脂肪の増加が大 き く関与す る と

報告 した．これに加 え て よ り詳細 な検討が 必要で

あ る とい え よ う，

　以上 の こ とを踏まえて，日本 人成人男女の加齢

に伴 う身体組成の変化推移 を詳細に検討す るた め

に ，次の 2 点 を 目的 と し た ．体脂肪 率，BMC ，

LTM ，体脂肪の推移 につ い て男女別に検討する．

腕 体幹，脚に おけ る BMC
，
　LTM ，体脂 肪の推

移を男女別 に検討する．

五．方 法

1． 対象者

　対象者を募集するために ， 研究の 趣旨や 日的 ，

測定方法な どを詳細に説明 した印刷物を広範囲の

地 域住民に配 っ た ．こ の 趣 旨に応 じて茨城 県 つ く

ば市 ， 土浦市 ， 牛久市 ， 水戸市 ， 取手市 ， 北相馬

郡，稲敷郡 ， 筑波郡な どの 地域か ら自発的に参加

した20〜88歳の成人男性 79名 ， 女性134 名 （合計

213名）の無作為集団が 本研究の対 象者で あ る ．

参加者は測 定前に本人 の 同意を得て医者 が測定を
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認めた者の みで ある．待ち時間 を利用 して参加者

の運動習慣 ， 既往病歴 ， 月経の 有無な どにつ い て

の 質問調 査 を行 っ た．女性の 場合，月経があ る老

が 63名 ， 閉経 した者 が 62名 ， 月経 があ っ た りな

か っ た す る者が 9 名で あ っ た ．

2． 測定項 目

　  形態

　身長の測定は ，身長計を利用 した，被験者は は

だ しで 踵 ， 臀部 ， 背部 ， 後頭部を尺柱 につ け，自

然な直立 姿勢 を と ら せ，0．1cm 単位で 計測 した．

　体重は ，体重計を利用 して計測 した ．しか し，

体重計 に よる体重値 と二 重 エ ネ ル ギ ー X 線吸 収

法 （dual　energy 　X −ray 　absorptiometry ：　DXA ）に

基づ く装置 （ル ナ社製 DPX −L）を利用 して求め

た 「骨塩量 （bone　mineral 　content ： BMC ）， 体脂

肪 （fat　mass ： FM ）， 全体 よ り BMC と FM を除

い た組織量 （bone−free　lean　tissue　mass ：LTM ）」

の 合計値 （体重 と等 しい ） との 間 に若干の差が生

じた ．男性 「体重計 ： 65．7± 8．2kg ，
　 DXA 法 ：

65．8± 8．5kg 」，女性 「体 重 計 ：54．2± 8．2　kg
，

DXA 法 ：54．0 ± 8．2　kg 」 で あ っ た ．そ こ で ，体

重計に よ る体重値 を利用 した場合，体重 ＝BMC

＋ Fat　mass ＋ LTM （図 2）の 関係が 完全 に は 成

立 しな い こ とか ら，DXA 法 に よる体重値 を採用

した．DXA 法に よ る体重 と体重計に よる体重 と

の 相関は ， 本研究の 場合，男性で r ＝0，98，女 性

で r ＝O．99であ っ た ．Going　et　a1，（1993）は ， 両

者の 間に r ＝0．99の 高 い 相関で ある と報告 した ．

　  身体組成

　身体組 成 の 測 定 は ，高 工 ネ ル ギ
ー

（80 ．．100

keV ） と低 エ ネ ル ギ
ー

（40−50　keV ）の 線質の 異

な る 2 つ の X 線が 組織を透過す る とき，吸収 と

緻乱に よ る 減衰 の特性が二 つ の X 線間で 異な る

こ とを利用する DXA 法を利用 して ，　 BMC
，
　 FM

，

LTM を測定 した 、本研究で 採用 したルナ 社製の

DPX −L は，骨塩 量 の 測定機 の 中で 代表的な機種

としてそ の 妥 当性 が認め られ て い る （Mazess　 et

a1．
，

1990）．身体組成を評価する DXA 法の精度

に つ い て は ， 動物実験か ら得 られた成果が報告 さ

れ て い る ．DXA 法に よ る測 定値 と動物の 死体分

析値 を 比較 した 結果 ，脂 肪 と FFM で r＝＝O．98−

0．99の相関が 見られ ，そ の 精度の 高い こ とが認め

られて い る （Pintauro　et　aL ，1996；Svendsen　et

aL ， 1993）．測 定に際 して は被験者が身に つ けて

い る金属類を全て外 させ ，被験者を測定 ベ
ッ ドに

横 た わ らせた ，測定 は ，全 身 ス キ ャ ン の Fast

Mode で行 っ た ．

3， 資料処理

　  各変数の平均値 と標準偏差を求めた．

　  年齢群問の 有意差を検定す る た め に，畏 元

配置分散分析を行い ， 有意差が認め られ た項 目に

つ い て の多重比較は Tukey 法 よ り検定 した ．

　  　統計学的な有意水準は 5％ とした．

皿．結 果

　成人男女に おけ る各年代別 の 測定項 目の 平均値

と標準偏差を Table　1 に示 した．男性の場合，体

脂肪率 と体脂肪の 2 項 目で は各年 代間 で有意差

が見 られな か っ た が，身長 ， 体重 ， BMC ，　LTM ，

FFM の 差 は有意 （P く 0．05） であ っ た ．女性で

は ， 全項 目の差が有意 （P＜ O．05） であ っ た ．

　体脂肪率の加齢に伴 う推移 を検討す るため に ，

Fig．1 に年齢 に対す る各 個人 の 値お よび各年代別

の 平均値 を示 した ．男性で は緩 やか に 増加する傾

向で あるが ， 有意な変化ではな か っ た ．女 性 では

20歳代 か ら60歳代で増加，60歳代か ら70歳代に

か けて 減少 ， 70歳代 と80歳代で ほぼ
…

定の値 を

示 した ．女 性に おけ る 20歳代 か ら30歳代に か け

ての変化は統計学的 に有意 （−P＜ 0．05）であ り，

30歳代一80歳代の 体脂肪率は20歳代の 値 よ り有意

に 高水準で あ っ た．

　男女 別 に 体 重 お よ び そ れ を構 成 す る LTM
，

BMC ，体脂肪の 加 齢 に伴 う推移 を検討 した の が

Fig．2 で ある ．男性 に おけ る体重 は20歳代か ら

70歳代 では 緩や か に低下 す るが ， 80歳で 顕著 に

低下 し，20 歳代で 71 ．9± 7．2kg と最 高値 を ， 80

歳 代 で 54．5± 5．9kg と最 低 値 を示 した ．　 LTM

は ， 30歳 代 （51，9± 5．1kg ）
…40歳 代 （52．7± 6．4

kg ）で 変 化が 少 な い もの の 20歳 代 （57．8± 6．2

kg）か ら80歳代 （41，1± 4．9　kg） に かけ て 低下 し
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Table　l　Descriptive　statlstics 　for　8　variables 　in　men 　and 　women

Age　group （yr）
Sex Variable

20〜29　　　　30〜3940 〜4950 〜5960 〜69　　　　70〜79　　　　　80〜
Fvalue

Men　　 Number　of　subjects

Age （yr）

Height（cm ）

Weight （kg）

％fat（％）

Fat　mass （  ）

BMC （kg）

LTM （kg）
FFM （kg）

　　1823
，2±3．2

171．9 ：ヒ6，271

．9±7、215

，G±4．910
．8± 3．8

　 3，3±0．557

，8」：6，261

．1：ヒ6．7

　　1133
，1± 2，0

170．6±4，968

．4±7、619

．5± 6．513
．5± 5．1

　 3、0± ．551

．9±5、154
．9± 5．5

　　 工044
．1± 　3．4

171．0±　5．6

67．O± 11．1

16、7± 　6．4

11、6± 　6、0

　 2．7± 0．5

52．7±　6．4

55．4± 　6．9

　　1454
．2± 3，1

165．3：ヒ4．464

．3±6、4199

± 4．913
．0± 4、0

　 2．7士 0．348

．6：辷4、051
．3± 4．1

　　1365
．8±2．5

162．5± 3．863

．8±6．719

．8± 4．212

．8± 3．8

　 2．8±0．448

，2±3．651
．O±3，8

　　 774
．3± 2，4

161．5±二5．961

．6±4、6223

± 5．413

．9± 4．2

　 2．5±  ．545

．2± 2．947
．7± 3，4

　　 682

．8± 2，6　　　621，1＊

159．7± 4．5　　　　9．9＊

54．5：辷5．9　　　　　5．3＊

20．7± 8，0　　　　1．9
11．4± 4，7　　　　0．8

　2．0±  ．7　　　　6．6＊

4Ll±4．9　　　12．2＊

43．1：ヒ5．5　　　12，0＊

Women　Number　of 　sublects 　 21

Age （yr）

Height（cm ）

Weight（kg）

％fat（％）

Fat　mass （kg）
BMC （kg）

LTM （kg）
FFM （kg）

22．9土2．5
160．O±6．1

53．0±5．7

21．7±3．911

．5±2．3
　 2．6± 0．338

．9±4．8

41．5±5．1

　　2234

．6±2．7
157．4±5．455

．7±8．928

．7±6、416

．3±5．8
　 2．4± 0．336

．9±4，339

．3±4．5

　　 2045

．7±　2，8
156．3±　4．9

57．4±　8．0

29．8±　5．3

17．4±　5．1
　 2．5± 0．3

37，6±　4，2

40．1±　4．5

　　2752

．3±1．7
154．3±4．558

．1±7．131

，7±6．318

．7±5．5

　2，3± O．337
．2±3．939

，5」：4．1

　　1863

．6±3．2
151．5±4．255

．2±6．432

．4±7．1

18．2±5．7

　1．9± 0．335
．1±2，837

，0±3，1

　　1476

．6±2．5
145．8±2．646

．5±7．028

．3±6．913

．5±4．9

　 1．5± 0．231

，5 ：ヒ2．933

．0±3．／

　　1285

．2±1．8　　1312．9＊

141．9±5．0　　　27．4＊

45．1±6，1　　　　8，1＊

28．7±8，6　　　　6．4＊

13．4±5．5　　　　5．8＊

　1．5± 〔）．3　　　37．4＊

30，2± 2，2　　　11．O＊

31．7±2．3　　　12．8＊

BMC ＝bone　minera ！content ，　LTM ＝bone −free　lean　tissue　Inass ，　FFM ＝fat−free　mass
＊P ＜ O．05

（
ま）
冨恥
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2
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8」
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0505050505Q5443322i1
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Fig．1

30　　　　40　　　　50　　　　60　　　　70　　　　80　　　　　　　　　20　　　　30　　　　4D　　　　50　　　　60　　　　70　　　　80

　　　　　　Age （翼）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Age （yr）

Individual　values 　and 　M ± SD 　of　percent　body 　fat　in　Japanese　men 　and 　women ．

±SD

た ．体脂 肪 は 11．4± 4．7kg （80歳 代）
−13，9± 4．2

kg （70歳代）の 範 囲で あ るが ，年齢群問 で有意

差 はなか っ た ．BMC は 20歳代 （3．3± O．5　kg）−80

歳代 （2．0 ± 0，7kg ） で有意 （P く 0．05）に低下 し

た ．

　女 性 に おけ る体重 は 20歳代 （53，0± 5．7kg ） か
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Fig．2　Changes　of 　body　composition 　compDnents

　 　 　 with 　advancing 　age 　in　Japanese　 men 　 and

　 　 　 women ．

ら50歳代 （58．1± 7，1kg）で 増加す るが，そ れ以

降で 低下 し，50歳 代で最高値を ， 80歳代で 45．1

± 6．l　kg と最低値 で あ っ た ．　 LTM と BMC は20

歳代 か ら80歳代に か け て 低下が 見 ら れた ．体 脂

肪 は，20歳代 （11．5± 2，3kg ）か ら50歳代 （18．7

± 5．5kg ）で 増加す るが，50歳代 と 60歳代 （18．2

± 5．7kg ）の間，70歳代 （13．5± 4．9　kg） と80歳

代 （13．4± 5．5　kg）の 間で それ ぞれ類似する値 で

あ っ た ．20 歳代か ら30歳代で は 平均値 で 4，8kg

増加 ，60歳代か ら70歳 代で は平均値 で4，7kg 減

少 した ．

　身体組成 の 各要素 （体脂肪 ，LTM
，
　BMC ）に

つ い て腕，体幹，脚に分け て 各年代間の 変化を男

女別 に 検討 した （Fig．3），体脂肪 は ， 男性 で は

腕，体幹，脚 ともに年代間で有意な差 が見 られな

か っ た ．女性 の 場合 ，脚では有意な差が見 られ な

か っ たが ， 体幹で は 40 ・50 ・60歳代が 20歳代 よ

り，腕 で は 50 ・60歳 代が 20歳代 よ り有意 （P 〈

0．05）な高値 を示 した ．LTM は，男女 と もに脚

で 有意差 （P ＜ 0．05）が 見 ら れ ，男性 で は20 歳代

が 50−80歳 代 よ り，女性で は 20歳 代が60 −80歳代

よ り，30　−50歳代 が 80歳代 よ り高値で あ っ た ．

BMC は ，男性 で は脚 と体幹で ，女性 で は腕 ，体

幹 ， 脚で 有意差 （P く 0．05）が 見られた．男性の

場 合，脚で 20歳代が 50−80歳代よ り，30 ・40歳代

が80歳代 よ り高値を ，体幹 で20歳代 が40 ・50 ・

80歳代 よ り高値 を示 した ．女性 の場合 ， 腕 で 20

歳代が 50−80歳代 よ り，30歳代 が60 −80歳代 よ り，

40 ・50歳代が80歳代 よ り高値を ，脚で 20歳代 が

50−80歳代 ，
30 −　40歳代 が60−80歳代 ，

50 ・60歳

代 が80歳代 よ り高値 を，体幹で 20−50歳代が 60−

80歳代 よ り高値を示 した．

］v ．考 察

　横断的資料 に基づ い て身体組成の 加 齢に伴 う変

化 パ タ ーソ に つ い て 検討 した本研究 の 成果は，次

の 2点 に 集約で き る と思わ れ る ．まず は体重の

変化 に対する LTM ， 体脂肪 ，
　 BMC の 変化 が ど

の よ うに 関わ っ て い る か に 関す る分析結果 で あ

る．2 番 目は，身体組成の 各要素の 変化 につ い て

腕，体幹，脚 に分け て 検討 した点で あろう．

　加齢 に伴 う成人の身体組成の変化に つ い ては，

多 くの研究者に よ っ て報告 され て い る．Fig．4 に

は本研究で得 た体脂肪率の 変化 と先行研究の 結果

をま とめ て示 した．

　体脂肪率の 加齢に伴 う変化推移に 関す る男性の

報告を ま とめ る と必 ず しも
一

致 した見解ではなか

っ た ．同
一

ア メ リカ人 を対象 と，1960年代に報

告 し た Norris　et　al，（希釈 法 ，1963）は 50歳代に

最大値を示 す もの の年齢間 に大 きな差がみ られな

か っ た との 結果 を ，
Myher ＆ Kessler （カ リウ ム
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Fig ．4　Comparison 　of ％fat　with 　advancing 　age 　between 　this　study 　and 　previously 　reported 　study ，

法，1966）は20歳代か ら70歳 で大 き く増加 す る

傾向にある との 異なる結果を報告 した ．Nuti　 et

aL （DXA −Lunar　 DPX ： イ タ リア 人 ， 1995）は

50歳代 ま で は増加 す る が ， そ の 後で は
一一
淀 値を

保 つ 傾 向で あ る と指摘 した ．福永 ・金久 （密度

法 ； 日本人 ，1990）も Nuti　et　al．（1995）と同様

に 50歳代 ま で 増加す る と報告 し て い る が そ の後

の傾 向に つ い て の推測はで きな い 資料であ っ た ．

本研究 で は ，全体的 には 70歳代 ま で 増加する傾

向にある と見えるが そ の増加は統計学的に有意な

もの で は な か っ た ，先行研究の 結果を総合 す る

と ， 加齢 と ともに有意に増加す る傾向 ， 変化は見

え るがその量が有意では な い との 異なる結果で あ

る．こ の よ うに相違する結果は，分析に用 い た被

験者の特性や採用 した分析法の 違 い に よる もの で

あろ う．つ ま り，母集顯 を代表す る標本か ら得た

結果よ りも集団特異性が強 い 標本か ら得た結果か

らであ る と推測 で きる．本研究の 結果 も制限の 多

い 被験者か ら得た傾 向である こ とを認 めた うえで

解釈す る と ， Norris　et　al，（1963）や Tsunenari　et

aL （DXA 法一Norland　 XR −26 ： 日 本人 ，1993）
の 報告 と同様 に変化は 見え る が その変化は有意な

もの ではな い とい え よう．

　女性に 対する検討を ま とめ る と，Young 　et　 al，

（密度法 ： ア メ リカ人，1963）は 20歳代か ら60歳

代まで の変化 ， Pollock　et　a1 ．（密度法 ： ア メ リカ

人 ， 1975） は若者 と中年の比較，福永 ・金久 （密

度法 ： 日本人 ，1990）は20歳代か ら50歳代 ま で

の 変 化 ，Tsunenari　 et　 a1． （DXA −−Norland

XR −26 ： 日本人 ， 1993）は若者 ・中年 ・高年 を

比較 した研究がある． こ の よ うに 分析に 用 い た 方

法や対象者が異 なる こ とか ら絶対値の大小ある い

は傾向にある程度の差は見られ るが，概ね
一

致す

る傾向も観察された ．先行研究 と本研究の 結果に

おける類似す る傾向は ，20歳代か ら50．−60歳代ま

で増加す る こ とで ある．20歳代一60歳代 まで検討

した こ れ らの 結果に 基づ くと体脂肪率は加齢 とと

もに増加す る傾向にあ る とい う結論に達する．し

か し，そ の 後で 体脂肪 率が低下す る傾向にあ る こ

とが，本研究の 結果か ら推測で きた ．

　次 に ， 体脂肪の 変化 量 に つ い て 検討 した と こ

ろ ，男性の場合 70歳代で 13，9kg と最大値，20歳

代 で 10．8kg と最小値 を示 し ， 両 者の差 は 3，1　kg

で あ っ た ．こ の 差は 福永 ・金久 （1990）が報告

した 11，6kg よ り著 し く低 い ．女性の 場合，50歳

代 の 18．7kg の 最 大 値 と20 歳 代 の 11．5　kg の 7．2

kg の差は，福永 ・金久 （1990）が 同じ年代 で検

討 した 6．Okg よ り高値で あ っ た．

　先行研究で 論議 し て い る FFM の 傾向 と比 較す

るた め に ， FFM （LTM ＋ BMC ）を求 めて 考察

した ．本研 究の 結果 で は ，男女 とも に 40歳代 で

若干増加す る ものの ，全体的には低下する傾向が
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観察され た ．男女 ともに20歳代 で最大値を ，80

歳代で 最低値 を示 した ．男性 で は平均値 で 18．O

kg の 大幅な低下 ，女性 で は 9．8　kg の低下が 見 ら

れ た ．こ の FFM の 減少傾 向を BMC と LTM に

分け て 検討す る と，その特徴が よ り鮮明に 見えて

く る ．男性 の BMC は ，20歳 代3．3kg か ら80歳

代 2．O　kg へ と平 均値で 1．3　kg 減少す る が，20歳

代か ら30歳代，30歳代か ら40 歳代で それ ぞ れ 0．3

kg ず っ 減少 し，40−60歳代 でほ ぼ
一

定値 を保つ

が ， 60歳代か ら70歳代で 再 び 0．3kg 減少 ， 70歳

代 か ら80歳代 に か け て 0．5kg の 最大減少 が観察

さ れた ．一
方，LTM は20歳代か ら30歳代で 5．9

kg，40歳代 か ら50歳代で 4．1　kg
，
60歳代か ら70歳

代 で3，0kg
，
70歳代 か ら80歳代で喚。1kg の 顕著 な

減少が見 られ た．女性 の場合 ， BMC は20〜40歳

代 で は大 きな変化 が見 られ な く，50歳代か ら60

歳 代，60歳代 か ら70歳代に それ ぞ れ 0．4kg の顕

著な減少が観察 された ．LTM は20歳代か ら30歳

代で 2．Okg
，
50歳代から60歳代で 2．1kg，60歳代か

ら70歳代で 3，6kg の 減少が見 られた ．こ の よ う

に，FFM を BMC と LTM に 分 け て検討 す る こ

と に よ り有 効 な情 報 が よ り 多 く得 られ る ．

Tsunenari　 et　 a1，（1993）が DXA 法 より求め た

BMC
，
　LTM ， 脂肪に っ い て 性別，年代別 に検 討

した結果 に よる と，男性の 体脂肪率は 中年が若年

よ り有意 に高値を示 す が，高齢群 との 間に は有意

差 が見 られなか っ た．と くに，女性では若年，中

年 ，高齢 の 3 群間で 有意差が 見 られ な くて ， 加

齢に伴う体脂肪率の 変化が観察され なか っ た と報

告 し， 先行研究の結果 とは異なる傾向で ある と論

議 した ．Nuti　et　a1．（1995）は，　 DXA 法に よる身

体組成 と骨量の 変化に つ い て検討 した と こ ろ ，体

脂肪は加齢 と ともに増加，FFM は低下 ， 体脂肪

率は50歳代 ま で は増加 し，そ の後
一定値を維持

する と報告 した ．

　 体重 の 変化 に対す る LTM ，　BMC ， 体脂肪 との

関連性 を総合す る と，女性の 場合 ，
20 歳代か ら

30歳 代 に か け て LTM は 2．O　kg，　BMC は 0．2　kg

減少す る に も関 わ らず体脂肪が 4．8kg 増加 した

こ とに よ り体重が 2．7kg 増加す る結果 とな っ た ．

こ の 時期におけ る体重 の増加 は主 に体脂肪の 増加

に よるもの であ る と推測で きる．こ の ような傾 向

は40歳代 まで 続 い た ．50歳代か ら60歳代に か け

て 体重 が 2．9kg 低下 した 背景に は ，　 LTM で 2．1

kg の 減少 ，　 BMC で G．4　kg の 減少 ， 体脂肪で 0．5

kg の 減少が 関与 して い る． こ の時期に お け る体

重の 低下は ，体脂肪の 変化 よ りも LTM の低下 に

よる もの で あ る と判断で きた ．しか し ，
60歳 代

か ら 70歳代 に かけ て 体重が 8，7kg の 顕著な 低下

に は LTM の 3．6　kg 減少，　 BMC の 0．4　kg 減少 ，

体脂肪 の 4．7kg 減少 か ら理 解 で きる よ うに ， こ

の 時期に生 じる体重の 減少に は体脂肪 と LTM の

両方の 減少が 深 く関連す る こ とが 明らか に な っ

た ．こ の よ うに ， 女性で は体重の 変動 に対する体

脂肪，LTM
，
　BMC 変動の 関係か らの 説明 が可能

で あ るが ， 男性 で は
一定の傾 向が見 られな か っ

た．

　 さ らに，横断的に得た資料に基づ く身体組成 の

加齢 に伴う変化推移 を よ り詳細に 分析 す るた め

に ， 腕 ，体幹，脚 の 各部位 に おけ る体 脂肪 ，

LTM ，　BMC の そ れ ぞ れ の 変化 に つ い て 検 討 し

た ．体脂肪の場合，男性で は ， 腕， 体幹，脚 とも

に年齢群間で有意差が 見られなか っ た ．女性は ，

脚で は有意差が 見られ なか っ たが ，腕 と体幹で 有

意差 （1）く 0，05）が見 られ ， 加齢に伴 う体脂肪の

変化 には腕 と体幹の脂肪，つ まり上体部の 脂肪の

変化が深 く関連す る と推測で きた ．LTM の 減少

は ，男女 ともに 腕 と体幹で は 有意差 が 見 られ な

く ， 脚の み が有意 であ っ た ． こ の こ とは 60歳以

上 に な る と日常生活の 中での運動量が減少 して い

る こ とを反 映す る結 果で あ る と考 え ら れ る ．

BMC にお い て年齢群間の差は ， 男性 では脚 と体

幹に お け る差が大 き く関与 し，女性で は脚 ， 体

幹 ， 腕が関与 して い る と推測で きる ．もう 1 っ

の特徴は 脚，体幹 ， 腕に おけ る BMC であ る．脂

肪 と LTM は，体幹が最 も多 く，次 に脚，腕の 順

で あ る．しか し，BMC は ，男性で 脚が体幹 よ り

多 く ， 女 性 で ほ ぼ同量で ある．こ の こ とか ら，日

常生活に おけ る身体運動を中心 とす る活発な生活

習慣を 形成 し ， 脚 を鍛 え る こ とは BMC の 維持 に

つ ながる可能性を示唆する知見で あろ う．

　 本研究で得 られ た結果の解釈に は ， 対象者が茨
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城県内に在住 する者に限 っ て い る との 地域的な制

限がある こ とを認識 しなけ ればな らな い と思わ れ

る．得 られた結果の
一般化 に は，広範囲の 対象に

対するよ り詳細な検討が必要で あろ う．

V ．ま　　 と 　　 め

　 20歳か ら88歳 の 男女213名を対象者 に DXA 法

に よ り求め た体脂肪率 ， 体脂肪，LTM
，
　BMC の

年代に伴 う変化の推移を中心 に検討 した．得 られ

た主な結果は次 の 通 りで ある．

　 1． 体脂肪率は，男性の 場合，年齢群間で有意

な 変化が見 られなか っ た ．女性 で は 20歳代 か ら

60歳代で 有意に増加 し， その後で 低下 した．

　 2． 体脂肪は，男性 では有意な変化 が見 られな

か っ た ．女性で は50歳代で 18，7kg の 最大値を20

歳代で 11．5kg の最小値で あ っ た

　 3． LTM は，男性 で は20歳代 か ら30歳代，40

歳代か ら50歳代 ， 70歳代か ら80歳代で 顕 著な減

少が観察さ れた ．女性 で は，20歳代か ら30歳代

で ， 50歳代 か ら60歳代 で ，60歳代か ら70歳代 で

減少が見 られた ．

　 4． BMC は ， 男性は 20歳代か ら30歳代 ， 30歳

代か ら40歳代でそ れぞ れ 0．3kg ず つ 減少 し，40−

60歳代で ほぼ
一

定値 を保 つ が ， 60歳代か ら70歳

代 で0．3kg 減少 ， 70歳代 か ら80歳代 で 0．5　kg の

最大減少 が観察 され た，女性 の 場 合 ，20 ・30 ・

40歳代で は 大 きな変化 が見 られ な く ， 60 ・70歳

代で顕著に減少 した．

　 5． 体脂肪は ， 男性で ，腕，体幹，脚 と もに年

齢群間で 有意差が見られなか っ た．女性の場合 ，

脚では有意差が見 られなな く， 腕 と体幹では差が

有意 （P ＜ 0．05） で あ っ た ，LTM は ， 男女 とも

に腕 と体幹 で 有意差が見 られ な く，脚で 有意差

（P＜ 0，05）が 見 られ た ．BMC は ， 男性 で脚 と体

幹，女性 で は脚，体幹，腕 で 有意差 （P ＜ 0．05）

を示 した ．

　6． 体脂肪 と LTM は ， 体幹 が最も多 く， 脚 ，

腕の 順で あ るが ，BMC は ，男性で 脚が体幹 よ り

多 く， 女性 では両 方がほ ぼ同量 であ っ た ．
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